
1 表題名（ふりがな） 金剱宮（きんけんぐう）
2 資料名（ふりがな） 白山信仰の宮（はくさんしんこうのみや）
3 作成者（所属） 小阪大（白山市文化財保護課）
4 内容分類 地域文化資料
5 内容細目 信仰，神社，宮
6 実施年度 令和元年（2019年）
7 連絡先 石川県白山市
8 検索語（ｷｰﾜｰﾄﾞ） 信仰、神社、金剱神社、金剣宮、金劒宮

9 内容

白山信仰の宮（はくさんしんこうのみや）、白
山七社の下白山四社の1社、鶴来市街地の
東側山地に鎮座。創建は崇峻４年（約2100
前）と伝わる。氏子は鶴来市街地を中心とす
る。主神は大国主尊を祀る。明治22以降合祀
例令により、３社と白山麓地方の１社を合祀
する。１０月上旬の２日間に行われる秋季例
大祭は、当社の祭りで通称「ほうらい祭り」と
呼ばれる。神輿が先導し、その後に、秋の収
穫された野菜で飾られた造り物と呼ばれる山
車や、獅子舞が街中を練り歩く。１日目は、街
中に設けられた御旅所に神輿、造り物が泊
り、2日目に神社へ帰る。祭り行事は、白山市
指定文化財。また、かつて使用されていた江
戸時代中期の６角型神輿も白山市指定文化
財に指定されている。

10 特色 加賀白山信仰の中心的な施設
11 提示種類 映像（静止画）
12 関連資料
13 利用分野 観光
14 ファクトデータ
15 プロセス
16 結果
17 記録媒体 JPEG
18 権利者（連絡先） 白山市観光文化スポーツ部文化財保護課
19 協力者（連絡先） 白山比咩神社
20 許諾情報
21 利用注意
22 登録日 2019年11月23日／小阪大


